
 
 

 昭和 31 年 （1956） 

 
 

どんな年？ 

・「もはや戦後ではない」。１９５６年版の「経済白書」にこの文句が

登場し、日本経済の戦後の復興期は終わったとの判断が示さ

れ、技術革新時代がやってきた。 

・日ソが国交を回復、日本の国連加盟も実現した。 

・戦後十年、「食」満ちて、時代はほんのりピンク色。戦後日本の

性文化の夜明け。 
 

 

主な出来事 

・新潟県弥彦神社初詣での餅まきで大事故（124 人圧死） 

・東海道線全線電化（特急で東京－大阪間７時 35分） 

・メルボルンオリンピック 200ｍ平泳ぎで古川勝世界新。 

・日本登山隊、マナスル（8.156ｍ）登頂成功 。 

・第 1次南極観測船「宗谷」東京出港。 

・石橋湛山内閣成立 

・国鉄参宮線の惨事（40 人死亡、内 26人修学旅行中の高校生） 
 

世相・流行 
もはや戦後ではない 太陽族 愚連隊 ロックン・ロール 神武以

来 一億総白痴化  

話題の本 
太陽の季節 あなたは煙草がやめられる 夜と霧 モゴール族探

検記 大菩薩峠 女優 マナスル登頂記 

人気映画 赤穂浪士 太陽の季節 夜の河 ビルマの竪琴 早春 流れる 

はやり歌 
東京の人よさようなら ここに幸あり どうせ拾った恋だもの 

哀愁列車 リンゴ村から 愛ちゃんはお嫁に 若いお巡りさん  

賃金 大卒銀行員初任給：約１万円 

物価 たばこ（ゴールデンバット）30 円､ 新聞購読月 330 円 はがき 5

円 ビール 113 円 映画封切館 100 円 国鉄初乗り 10 円 

来る人 
役所広司 竹中直人 田中康夫 瀬古利彦 野口五郎 

岡江久美子 石毛宏典 周防正行 村上弘明 小堺一機 

往く人 高村光太郎（73 歳） 緒方竹虎（67 歳） 宮城道雄（62 歳） 

・当時、サラリーマンの初任給は１万円前後。これに対し車は1000cc クラスで６８万

円程度だった。今、所得が２０倍以上になっても、車の方はこのクラス２倍以下。今

では誰でも車のある生活が出来る。これが経済成長なのか。 

 

 

 

 

 
 

 

もはや戦後ではない 

 ネオンまたたく東京銀座。 

戦後 10 年で完全復活 

テレビはこの頃最大の魅力

商品。まだ白黒で１４ｲﾝﾁ 

それでも初任給の数倍。 

生産も急ピッチ。 


